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第 197 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『自己形成』〜『実在と理想の連続』〜 

 

2023 年 8 月 28 日 スイスのチューリッヒから帰国された『市ヶ谷だいじょうぶ！カフェ』

主催の田口桂子氏から『アルプスの少女ハイジ』のスイスの作家 ヨハンナ・シュピリ

（1827-1901）の墓の写真が送られてきた(画像)。 大いに感動した。 ヨハンナ・シュピリ

は、ゲーテ(1749-1832)を、こよなく敬愛した。 『ハイジ、クララ』の『自己形成小説』で

ある。 『涙ともに パンを食べた者でなければ、人生の本当の味は わからない』（ゲーテ）

が、『小さなことに 大きな愛を込める』(画像)の『がん哲学外来』の原点ともなった。 

 

新渡戸稲造(1862-1933)は札幌時代(18 歳頃)、鬱病に陥り イギリスのカーライル

(1795-1881)の『衣装哲学』に出会い、『渇者の飲を求めるごとき勢いで読んで慰藉を得た』

と言われる。 カーライルは、『実在と理想の連続』、つまり『リアルの中にアイディアがあ

る』と考えていた。 これは 新渡戸稲造を 師とする南原繁（1889-1974）の『理念をもって

現実に向かい 現実の中に理念を問う知性のあり方』(理想主義的現実主義）に繋がる。 カ

ーライルの『師匠』はゲーテであり、まさに『歴史の動脈は 人物を通して流れている』で

ある。 

 

8 月 29 日 和洋女子大学 人文学部心理学科教授 酒井久実代先生から『がん哲学外来ピア・

カフェ at 三鷹ネットワーク大学』での講演会に 招待された（画像）。終了後スタッフの

皆様との夕食会で、来年(2024 年)の『がん哲学外来ピアカフェ at 三鷹ネットワーク大学 5

周年記念』の企画で大いに盛り上がり、『5周年記念誌』製本がたちまちに決定された。 た

だただ 感服した。『冗談を 本気でする 胆力』でもあろう！  今回は、まさに、『アルプ

スの少女ハイジの現代的意義 〜 喜んで無邪気に小さなことに大きな愛を込める 〜 』の復

習の充実した貴重な時となった。 

 

8 月 30 日 『目白がん哲学外来』主催者の森尚子氏から【今朝、『昨夜、Yahoo ニュースハ

ルメクの記事が出てました。

https://news.yahoo.co.jp/articles/6df4f5f9bc4790c253c12527d1992c1bc97c6c43 】との

心温まるメールが送られてきた。  ただただ感謝である。 
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「 アルプスの少女ハイジ」 の現代的意義
喜んで無邪気に小さなことに大きな愛を込める


